
別紙１

5

目標値
（ ７年３月時点）

令和５年度　構成事業

① 観光推進事業
ハード
ソフト
間接補

② 国際交流事業
ハード
ソフト
間接補

③
小中学校整備
事業

ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

⑥
ハード
ソフト
間接補

構成事業名

14,819合計

1,061

800

12,958

事業費（千円）概要・成果指標との関連性

農業遺産の魅力を伝えるコンシェルジュ（登録数30名　Ｒ5.3月末）を活用し、地域
の魅力を伝えながら案内等することで、直接町の魅力を伝えることができ、更なる
来訪者の増加を目指す。

姉妹都市より研修生を受け入れ、農業遺産の仕組みや魅力等学んだことをＳＮＳや
帰国後の市ＨＰ等において国外に発信することで、来訪者の増加を目指す。

観光推進事業の募集をHP・SNSを活用して積極に行う。

成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

観光推進事業の実施

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

町ホームページにて公表

観光入込客数調査により三芳町に来訪した人数を計る。

（上記の指標を設定した理由）

町へ関心を持った人々が実際に来訪したかが図れるから。

9,835 11,000

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

成 果 指 標

農業遺産見学地の改修を行うことにより、来訪者が安心して見学できる環境が整う
ことで、更なる来訪者の増加を目指す。

事業期間

現状値
（ ５年３月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

観光入込客数
（成果検証の具体的な方法）

令和5年4月～令和6年3月
平成29年（2017）に認定された「武蔵野の落ち葉堆肥農法」の魅力を伝える農業遺産コンシェ
ルジュの育成と令和4年度末に国土交通省より認定された「みよし野ガーデン里山探訪」を観
光資源として活用した観光推進事業を行う。里山・農・花をめぐるガーデンツーリズムのパン
フレットを作成（5000部）・配布し、ツアー等を実施することで、地域の魅力を伝える。ま
た、当町の姉妹都市であるマレーシア・ペタリングジャヤ市より研修生を受け入れ、「武蔵野
落ち葉堆肥農法」について学び、その仕組みや魅力についてマレーシアをはじめ国外へ発信す
る。さらに、日本農業遺産見学コースの地点となっている上富小学校外階段及び屋上の改修工
事施設整備を実施することで、見学者の安全とイメージアップを図る。

年度年度 ～5

【成果指標と構成事業の関連性】

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

日本農業遺産・ガーデンツーリズムを活用した地域の魅力発信事業提案事業名

6成果指標設定年度

市町村名 三芳町

ソフト事業のみ ハード事業を含む


